
宇治市健康づくり・食育推進計画（第2次）
の推進について

～社会とのつながりの中で生きがいを持ち、健康で心豊かに活躍できるまちを目指して～

令和７年３月４日（火）

宇治市健康づくり推進課

資料３
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本市の現状と課題
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▶本市の平均寿命と健康寿命

平均寿命 男性：81.7歳、女性：87.4歳

健康寿命 男性：80.3歳、女性：84.3歳

▶本市の主な健康課題（最終評価結果等より）

「肥満の人の割合」が増えています

・壮年期男性の肥満の人の割合、メタボ該当者の増加
・高血圧者、糖尿病有病者が増加
・血糖コントロール不良者の増加
・高血圧患者数と糖尿病患者数の割合は京都府より高い

死亡原因の1位はがん がん検診の受診率は低迷

・がんによる死亡割合は京都府より高く、３人に１人ががんで死亡

・がんの標準化死亡比（ＳＭＲ）は、全国と比べ、男性が「気管・気管
支及び肺」が高く、女性は「肝・肝内胆管」「胃」が高い
・５大がん検診受診率は、すべて全国より低い

高血圧の発症予防・重症化予防が必要です

・青年期男性、壮年期男性の塩分摂取量が多い傾向にある

・３大生活習慣病（高血圧症・糖尿病・脂質異常症）の中で「高血圧
症」 が最も多く、京都府より高い
・心疾患の標準化死亡比（ＳＭＲ）は、全国より、男女ともに高い

人と地域の「つながりづくり」が必要です

・「地域活動に参加している人」や「地域とのつながりが強いと感
じている人」は、「健康のために心がけていることがある」割合が
高い
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第2次計画の概要
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笑顔あふれるまちでつながりや役割をもち、
ウエルビーイングの向上を目指す！

ウエルビーイング・・・心身の健康だけでなく、社会との温かいつながり
を感じ満たされた状態

○基本理念

こんにちはと笑顔で健やか宇治のまち（第一次計画の理念を継承）

○目標（目指すべきまちの姿）

社会とのつながりの中で生きがいを持ち、健康で心豊かに活躍できるまち

○計画の期間

令和7年1月～令和18年度（12年間）

令和12年度に中間評価

○基本方針

１．健康意識の向上

２．生涯を通じた健康づくり

３．社会全体で健康を支えるつながりづくり

計画の理念と方針
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計画の取組の体系
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第2次計画の重点施策について
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「肥満の人の割合の減少」「がんによる死亡割合の減少」「高血圧の発症予防・重症化予防」
「地域とのつながりが強いと思う人の増加」の４つの健康課題の解決に向け、大きく寄与する可
能性が高い取組を「重点施策」として設定し、集中的に推進。

重点施策１ 働き盛り世代の健康づくりの習慣化に向けたセルフマネジメントの推進

重点施策２ 健康データの見える化

重点施策３ 戦略的な啓発・広報強化

重点施策４ つながりづくりによる職域も含めた「宇治まるごと健康づくり」

重点施策
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令和7年度の重点的な取組（予定）

•健康経営の推進

職域での健康づくりを支援していくため、職域における健康への
取り組みの現状把握を行う

•働き盛り世代が楽しみながら運動できるよう、インセンティブの
あるウォーキングアプリ「うじウォーク」の活用

•働き盛り世代が、親子で健康意識を高めるきっかけとなるよう、
健康づくり・食育アライアンスと連携したイベントの開催

（うーちゃフェスタ、うーちゃ学校、うーちゃ弁当、市内イベント出展
など）
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令和7年度の重点的な取組（予定）

• うじスマートウエルネス推進事業により、医療・介
護・保健等のデータを統合し分析※九州大学との連携

•包括圏域ごとのデータを公開

（市ホームページ）

•重点的取組地域である槇島包括圏域において
ワークショップや地域イベントの開催により、市民・
行政・地域が地域の健康課題を共有する

R6年度イベントポスター

ワークショップで健康課題
の検討により企画された

地域イベント
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●収縮期血圧（130ｍｍＨｇ以上）の人の割合 

「西宇治」「東宇治南」「中宇治」の順で高くなっています。 

【収縮期血圧（130ｍｍＨｇ以上）（年齢調整該当率）（令和４年度）】 

日常生活圏域 割合 割合の高い順 

東宇治北 54.56% ６位 

東宇治南 58.23% ２位 

南部・三室戸 55.77% ５位 

中宇治 57.53% ３位 

槇島 56.11% ４位 

北宇治 53.77% ７位 

西宇治 58.25% １位 

南宇治 51.96% ８位 

宇治市 56.07%  

資料：LIFE Study（国民健康保険加入者・後期高齢者医療制度加入者の状況） 

槇島 

中宇治 

西宇治 

東宇治北 

東宇治南 

南部・三室戸 

北宇治 

南宇治 

ヒートマップ作成による健康データの見える化

宇治市健康づくり・食育推進計画（第2次）P43～46掲載（一部抜粋）
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包括圏域別の地域健康かるての作成、公開

（市ホームページに公開 で検索」）
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令和7年度の重点的な取組（予定）

・がん検診推進事業

がん検診啓発イベントの開催、SNSを活用したがん検診の啓
発、不定期受診者等に個別通知よる受診勧奨を実施など

・庁内関係各課、関係機関・関係団体と連携した
啓発活動の推進
各種健康教室やがん検診など、アライアンス等の関係団

体や関係機関と連携した周知の実施
R6年度作成

がん検診PR版ポスター

12



令和7年度の重点的な取組（予定）
〇健康づくり・食育アライアンスの企業加入の推進
• アライアンスの加入条件に健康経営の推進を追加

• アライアンスへの企業加入を推進

• 加入企業同士が連携することで、職場内のさらなる健康づくりを推進し、働

き盛り世代の健康づくりを支援

〇多様な取組をきっかけとしたつながりづくり
• 未来をつくる食育推進事業・・・地域の身近な場所での食体験やつながりの

場の増加

• 食や健康づくりを親子で体験しながら学べるうーちゃ学校の開催

未来をつくる食育推進事業補助金を
活用した地域団体による食育イベント
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ロジックモデルの活用
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〇重点施策の推進におけるロジックモデルの活用

取組の評価及び見直しを実施しながら、効果的に施策の展開を行うため、健康
日本21（第三次）で示されているロジックモデルを活用。

ロジックモデルを活用することで、目標が明確となり、市民、地域、行政が連携し
た取組を推進することが期待できる。

ロジックモデルに基づき、協議会を中心に事業の実施・評価を行っていく。

ロジックモデルの活用

ロジックモデルは健康課題ごとに4つ、健康格差の縮小で1つ作成
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ロジックモデルの活用
地域とのつながりが強いと思う人の増加（全世代）に関するロジックモデル（一部抜粋）

第２次計画の推進のため、
行政、関係団体の取組を協議会を中心として検討し、取組を具体化 16



日常生活圏域別の取組の推進による
健康格差の縮小について
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槇島圏域の主な課題
・生活習慣病との関連が強い、肥満や運動不足が課題
・公共交通機関がないことから、高齢期になり車・バイク・自転車に乗ることができなくなると
、通院、買い物、社会参加等の外出が難しくなり、身体機能の低下につながる可能性がある
・近年、自治会の減少、加入率の低下などの課題もみられ、住民同士がつながる新たな仕
組みづくりが必要

ＢＭＩ25以上の人の割合
（国保、後期）
8圏域中1位

運動週２回以上未実施の人の
割合（国保）
8圏域中1位

歩行1日1時間未満の人の割合
（国保）

8圏域中1位

週１回以上外出しない人の割合
（後期）

8圏域中1位

令和５（2023）年度からの槇島包括圏域での重点的な取組

槇島圏域
宇治市健康づくり・食育推進計画（第2次）P43～46掲載（一部抜粋）

槇島圏域の特徴（R4年度LIFEStudyより）
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令和５（2023）年度からの槇島包括圏域での重点的な取組

・圏域別の健康かるての作成・公開により地域の健
康課題を見える化（R5年度～）

・地域住民や地域団体との地域の健康課題の共有のた
めのワークショップの開催（R6年度～）

・地域イベント「槇島ウォーク」の開催（R6年度～）

・運動習慣の動機づけ・継続支援としてインセンテ
ィブのある健康ウォーキングアプリ（うじウォー
ク）を活用し、槇島圏域への広報強化とアプ
リ登録会の開催（R6年度～）

R6年度版
うじウォークポスター
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行政 関係団体 短期アウトカム 長期アウトカム

・うじスマートウェ
ルネス推進事業（健
康データ・地区分
析）の実施

・重点地域での健康
課題共有のための
ワークショップの実
施（地域団体・行政）

地域の健康課題を
市民、地域、行政が
共有できる。

・ワークショップ
の実施回数（重
点地域）

・新規事業数（重
点地域）

・特定健診・保健指
導の実施率向上対
策（重点地域での広
報強化）

・企業との連携によ
り、職域での健康づ
くりを支援（重点地
域で実施）

・健康経営の推進に
よる社員への普及
啓発（企業）

◆健診（検診）を受
診しやすい環境の
整備（企業）

健康への意識が高
まり、定期的に健診
を受け、健康管理を
している人が増え
る。

・特定健康診査
の実施率（重点
地域）

・特定保健指導
の実施率（重点
地域）

・企業へのウォーキ
ングアプリの参加
勧奨（重点地域）

・ウォーキングアプ
リ登録会、健康測定
会、スポーツイベン
トの開催（重点地
域）

・宇治市健康づく
り・食育アライアン
ス等の
地域団体によるス
ポーツイベント等の
実施（重点地域）

アプリ等をきっかけ
に運動習慣の醸成
につながる。

・ウォーキングア
プリの登録者数
（重点地域）

・ウォーキングア
プリで歩数が増
加した人の割合
（重点地域）

・スポーツイベン
ト等の開催回数
（重点地域）

インプット（やるべきこと）
インプットに求める成果 アウトプット

アウトカム（達成したいこと）
インパクト

★「運動週2回
以上未実施の人
の割合」の地域
格差の縮小

★「歩行1日1時
間未満の人の割
合」の地域格差
の縮小

★「肥満の人の
割合(壮年後期
男性・壮年後期
女性)」の減少

★「メタボリック
シンドロームの
該当者・予備群」
の減少

★「ＢＭＩ25以
上の人の割合」
の地域内差の縮
小

★健康寿命の延
伸

健康格差の縮小

健康格差の縮小に関するロジックモデル
肥満の人の割合の地域格差の縮小に関するロジックモデル（一部抜粋）

協議会を中心と
して検討予定

令和6～7年度

槇島圏域を重
点地域とし重点
的にアプローチ
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令和５（2023）年度からの槇島圏域での取組

目標 現状 
目標値 

（令和 18年度） 

「ＢＭＩ25以上の人の割合」の地域格

差の縮小 

（上位１位地域と市全域の差） 

2.11ポイント差 1.56ポイント差 
（0.05 ポイント/年減少） 

「運動週２回以上未実施の人の割合」

の地域格差の縮小 

（上位１位地域と市全域の差） 

4.85ポイント差 3.42ポイント差 
（0.13 ポイント/年減少） 

「歩行１日１時間未満の人の割合」の

地域格差の縮小 

（上位１位地域と市全域の差） 

4.84ポイント差 3.41ポイント差 
（0.13 ポイント/年減少） 

 

計画に目標
として掲載
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第2次計画推進に向けて
今後の予定
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今後の予定

協議会での検討（令和7年3月4日）

・各ロジックモデルの「行政・関係団体がやるべきこと」を検討し、具体化する

アライアンスと協議会主任の合同ワークショップ（令和7年5月頃）

・協議会検討後のロジックモデルに基づき、「行政・関係団体がやるべきこと」をより具
体化する

協議会での再検討（令和7年7月頃）

○地域団体等の取り組み案について検討
・ロジックモデルの完成
・優先的に取り組む事業の検討
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